
国
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
今
国
会
に

提
出
さ
れ
て
い
た
教
育
基
本
法
「
改
正
」

案
は
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

国
会
の
議
席
だ
け
で
い
え
ば
、
強
行

さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
も
あ
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
国
会
の
論
議
の
中
で
様
々

な
問
題
点
が
国
民
の
前
に
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
「
愛
国
心
」
を
評
価
し

て
い
る
全
国
の
通
知
表
の
問
題
が
新
聞

な
ど
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
国
民

の
関
心
も
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
間
、
教
職
員
組
合
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
団
体
・
諸

団
体
が
国
会
議
員
へ
要
請
行
動
を
お
こ

な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
全
国
各
地

で
の
市
民
宣
伝
も
旺
盛
に
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

豊
中
で
も
こ
の
一
ヶ
月
、
署
名
や
一

言
カ
ー
ド
に
と
り
く
む
と
と
も
に
、
次

の
よ
う
な
諸
行
動
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

○
6
月
8
日

全
教
・
府
高
教
豊
能
支

部
、
豊
中
革
新
懇
共
催
の
教
育
基
本
法

学
習
会
を
開
催
。
40
名
が
参
加
。
市
民

も
参
加
し
て
交
流
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

○
6
月
9
日

千
里
中
央
で
宣
伝

千
里
中
央
で
法
案
の
廃
案
に
向
け
て

の
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。
退
職
教
職
員

か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
20
名
で
市
民
に

教
育
基
本
法｢

改
正｣

案
の
問
題
点
を
宣

伝
し
ま
し
た
。

○
5
月
27
日
の
諸
要
求
国
民
中
央
集
会

に
全
教
豊
中
か
ら
2
名
の
組
合
員
が
参

加
。継

続
審
議
と
な
っ
た
教
育
基
本
法
法

案
。
こ
の
法
案
を
廃
案
に
す
る
た
め
に

教
職
員
の
中
で
の
学
習
会
、
そ
し
て
市

民
へ
の
宣
伝
を
引
き
続
き
強
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

大
き
な
国
民
的
な
反
対
の
声
、
教
育

基
本
法
を
守
れ
の
声
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

全
教
豊
中
教
職
員
組
合
は
、
６
月
３

日
（
土
）
午
後
、
福
祉
会
館
で
第
１
１

５
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

池
田
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

木
田
書
記
長
が
経
過
報
告
と
教
育
基
本

法
・
憲
法
を
守
る
運
動
と
組
合
の
強
化

を
重
点
と
し
た
運
動
方
針
を
提
起
。

大
会
で
は
４
名
が
討
論
に
参
加
し
ま

し
た
。
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
職
場
で

学
習
会
を
お
こ
な
っ
た
経
験
。
転
勤
に

際
し
て
組
合
の
役
割
を
再
認
識
し
た
と

い
う
子
育
て
中
の
女
性
教
員
の
発
言
。

大
阪
府
学
力
調
査
（
学
力
テ
ス
ト
）
の

問
題
点
と
職
場
で
の
と
り
く
み
。
ま
た
、

学
校
へ
の
外
部
か
ら
の
不
当
な
介
入
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
問
題
。

討
論
の
あ
と
、
圧
倒
的
多
数
で
方
針

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
に
は
、
同
会
場
で
歓
送

迎
会
を
開
催
。
退
職
さ
れ
た
教
職
員
、

新
た
に
加
入
さ
れ
た
組
合
員
さ
ん
も
出

席
。
ギ
タ
ー
に
よ
る
引
き
語
り
と
参
加

者
に
よ
る
う
た
ご
え
で
な
ご
や
か
な
時

間
を
す
ご
し
ま
し
た
。

教 え 子 を 再 び 戦 場 に 送 る な ！

教
育
基
本
法
案
を
成
立
さ
せ
ず
！
―
国
民
の
世
論
・
運
動
の
成
果

「教
育
基
本
法
守
ろ
う
」
の
運
動
を
さ
ら
に
大
き
く

定
期
大
会
を
開
催

０
６
年
運
動
方
針
を
決
定

５５
・・
２２
７７
中中
央央
集集
会会
にに
参参
加加
しし
てて

５５
月月
２２
７７
日日
東東
京京
にに
行行
っっ
てて
きき
まま

しし
たた
。。
十十
一一
時時
かか
らら
デデ
モモ
終終
了了
のの
四四
時時

まま
でで
代代
々々
木木
公公
園園
とと
、、
渋渋
谷谷
～～
青青
山山
でで

五五
万万
人人
のの
人人
たた
ちち
とと
行行
動動
しし
てて
きき
まま
しし

たた
。。集集

会会
のの
中中
でで
、、
一一
番番
心心
にに
残残
っっ
たた
のの

はは
、、
江江
尻尻
美美
穂穂
子子
ささ
んん
とと
いい
ううYYMM

CC
AA

理理

事事
長長
ささ
んん
のの
挨挨
拶拶
でで
すす
。。｢｢

国国
をを
愛愛
せせ

よよ
とと
いい
うう
けけ
れれ
どど
、、
憲憲
法法
９９
条条
にに
そそ
っっ

てて
、、
六六
十十
年年
間間
一一
度度
もも
戦戦
争争
をを
しし
てて
ここ

なな
かか
っっ
たた
ここ
とと
ほほ
どど
、、
素素
敵敵
なな
ここ
とと
はは

なな
いい
。。
ここ
れれ
ここ
そそ
、、
国国
をを
愛愛
しし
てて
いい
るる

ここ
とと
のの
証証
なな
のの
にに
、、
教教
育育
基基
本本
法法
をを
変変

ええ
よよ
うう
とと
しし
てて
いい
るる
人人
たた
ちち
はは
、、
９９
条条

をを
変変
ええ
てて
戦戦
争争
がが
でで
きき
るる
国国
にに
しし
よよ
うう

とと
しし
てて
いい
るる
。。
」」
とと
話話
しし
てて
いい
まま
しし
たた
。。

ここ
のの
日日
、、
全全
国国
かか
らら
集集
めめ
らら
れれ
たた
各各

種種
署署
名名
はは
一一
九九
○○
万万
筆筆
だだ
そそ
うう
でで
すす
。。

まま
だだ
まま
だだ
、、
多多
くく
のの
人人
がが
政政
府府
案案
のの
危危

険険
なな
内内
容容
をを
きき
ちち
んん
とと
知知
らら
なな
いい
んん
じじ
ゃゃ

なな
いい
かか
なな
。。

国国
家家
がが
、、
教教
育育
内内
容容
にに
とと
めめ
どど
なな
くく

介介
入入
しし
てて
くく
るる
とと
しし
たた
らら
……
とと
てて
もも
心心

配配
でで
すす
。。
署署
名名
でで
もも
、、
知知
りり
合合
いい
のの
人人

とと
話話
すす
のの
でで
もも
、、
一一
言言
カカ
ーー
ドド
をを
書書
くく

のの
でで
もも
よよ
いい
のの
でで
、、
行行
動動
すす
るる
ここ
とと
がが

大大
切切
でで
すす
。。

（（
東東
豊豊
中中
小小

木木
田田
））

お
知
ら
せ

夏
の
教
育
研
究
集
会

記
念
講
演

『
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
』

の
作
者

那
須
正
幹

さ
ん

日
時

８
月
２
５
日
（
金
）

～
２
６
日
（
土
）

場
所

箕
面
観
光
ホ
テ
ル

内
容

記
念
講
演
、
分
科
会

主
催

夏
の
教
研
実
行
委
員
会

参
加
費

一
〇
〇
〇
円

※
詳
し
く
は
、
教
研
の
ビ
ラ
・
ポ

ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
教
豊
中
教
組
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま

し
たア

ド
レ
ス

ht
tp
:
/
/w
ww
.t
cc
t.
za
q
.
ne
.j
p
/

ze
nk
y
o
-t
oy
on
ak
a/

こ
れ
か
ら
、
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

全教 №３６９
２００６年６月２１日

とよなか
全教豊中教職員組合

〒561―0874 豊中市長興寺南3－5－2

TEL（06）6865－3190 FAX（06）6865-3191

Eメール zenkyo-toyonaka@tcct.zaq.ne.jp


